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2016 IEEE Conference on e-Learning,  e-Management and 

e-Services (IC3e 2016) は ， マ レ ー シ ア ・ ラ ン カ ウ イ の

Holiday Villa Resort において開催された．本国会議は，理

論から応用システムの設計開発まで，コンピュータ科学分

野の主要なトピックを扱い，先駆的な研究者が集う学会の

一つである． 5 回目の開催となる今年の IC3e では，併催

国際会議や特別セッションなどを含めて数多くの発表が

行われ，活気ある議論がなされていた．  
今回の学会では， “Methods for Dynamic Extract ion of  

Important  Port ion from the Context Network Based on the 
Contr ibution Degree on the Small World Structure”と題した

論文について，発表した．  
本研究は，データ工学（コンピュータサイエンス領域）

と Learning Analyt ics（教育工学領域）に関わるものだが，

今回の学会には双方の分野の研究者が出席しており，応用

システムの設計・運用ビジョンに関する質問なども含め，

多様な視点・アプローチに接し，議論・意見交換すること

ができたことは貴重な機会であったと考える．  
 

 


